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出席報告一

弼 筐 壹
南川、三浦、杉山、竹之内、山中
（病欠承認者２名）
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伊藤英夫君
上村幹雄君
「奉仕の理想」

ゲ ス ト ランなお人柄でありますので楽しいクラブ協議会
になると思います。

幹 事 報 告 幹 事古木勝治君
次週11月３日は祝祭日に当りますので例会は休

会となります。

加島淳氏（第２５９地区ガバナー）
大岩真氏（第１１分区代理）

ビジター
星幸男君、安藤忠夫君、藤本孝君、道岸唯̅一君、
石井勇君、河野叩:服君、穐山洸君、上田稔荊、
山口隆光君、斉藤忠一君、目代秀夫君、森下大君
山崎善三郎君（大和）、野島幸雄君（座間）
小倉武君、佐藤琢君（大和田園）

会長報告 会長長谷川清一君
本日は国際ロータリー第２５９地区の加島ガバナ
ーが当クラブを公式訪問されました。午前中加島

ガバナー並に大岩第11分区代理と会長、幹事の懇

談会がありました。加島ガバナーは大変ザ・ソクバ

委員会報告
一 .

国 際 奉 仕 委 員 会 委 員 長 鈴 木 久 次 郎 君
①東慶州姉妹クラブ訪問……釡山国際空港に東慶
州クラブの会員の皆様の歓迎を受け感激しました。
創立５周年式典は１９８４年４月の予定だそうです。
こ夫人同伴で多数こ参列をとのことです。

②ナザレ園訪問･････259地区よりの暖いこ援助を
衷心より感謝しているとの言付がありました。
クラブ会報委員会畠 ﾘ 委 員長福本國雄君
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１ ． 真 実 か ど う か
２ ． み ん な に 公 平 か

S . 好 意 と 友 情 を 深 め る か
４ ． み ん な の た め に な る か ど う か
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本日のプログラム

卓話「ロータリー財団
１１月１０日

学生の現況報告’
次 週 予 定 １ １ 月 １ ７ 日
クラブフォーラム「社会奉仕について］高橋政勝君

会 三 謀

４８名

出 席 澱

４１名

出 席 率

89.13％
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雷 醗 雰 溌 謹 …

①会報のバインダーが出来て参りましたので申込
れた方は事務局で受取って下さい。

②本日配付の第２７２号会報にミスプリントがあり

ます。訂正してお詫びします。
ゴ ル フ 同 好 会 会 長 上 村 幹 雄 君

４クラブ合同のゴルフコンペか11月22日、箱根

湖畔ゴルフコースで行われますので多数のこ参加

をお願いします。

親 睦 活 動 委 員 会 委 員 長 橋 本 健 彦 君

本日のお祝の方々をご紹介します。

御夫人お誕生日神作彰君道江夫人（１０月27日）

種ケ島実君朝子夫人（１１月３日）

結婚記念日近藤富士男君（１１月３日）

後藤定毅君（１１月３日）

鈴木久次郎君（１１月３日）

創業記念日原田穆君（１１月４日）

入会記念日二兄長幸君（５５年10月30日）

高橋政勝君（５５年10月30日）

卓話要旨第259地区ｶﾊﾅｰ
加 島 淳 氏

私は67回目の公式訪問を当クラブに於いて行い

ますが、６６のクラブでお話した事をくり返しお話

しします。今年度の会長さんは全て、「みんなに
ロータリーを、みんなに奉仕を」と言っておられ

ます。私は本当にそれを達成するための前提条件

として３つの事を本当にやりとげないとその目的

達成は出来ないと考えています。①ロータリーに

対する改善と近代化、②ロータリーの今迄のやり

方の再検討、③ロータリーの魅力づくり、この３
つの前提条件を満足させる必要があると思います。

①体質の改善と近代化というのは昨日今日言い出

した事ではなく、４４年初のIPSでスピーチをし
た時にロータリーを外部からみて客観的にどの様

な感じを抱いているかを卒直に５つの課題という

事で話をしました。(1)もう少し地域社会に密着し

たロータリーになるべきである。(2)ロータリーの

活動が時代の変化に即応しているかどうか気を付
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ければならない、(3)ロータリーの若返り、(4)諸事
業の実質的成果があがったかどうかの配慮が必要

である、5)ロータリアンになるとエリートになっ

た様な気になってどうも１人よがりになる傾向が

ある、この様な事ではいけない。この様な事を１５

年前に申した訳です。現在もほとんど変っていな
いと言っても過言ではありません。もしお仕燕で

14年、１５年前と全く|司じ事をやっていたのでは今

日はたして生き残っているだろうか、しかるにロ
ータリーは体質改善をしていないのに拡大してい

るのか良く考えてみたいと思います。②諸活動の

再検討という事は今迄やって来た事を慢然と受け
つかれている傾向が強い、従って私は各活動の本

来の目的は何か、目的達成のためにこのやり方は

蚊適であるか再検討し、改善の必要があればこれ

を改善する。改善してなお鼓善の努力をしても成

課が期待出来ない様であれば新しいテーマに取り

組むべきである。③のロータリーの魅力について

は２つの事を強調したい。１つは親睦を増進する

こと、これは単に今迄の表面的な付合いではなく

本当に裸の付合いが出来何んでも言い合える関係
がクラブ全体としてその様になるという事が望ま

しいと思います。これは言うは易く行う事は非常
に難しい事でこれは日本の国民性の問題からもそ

れが言える訳です。私は良く言うのですが今や肉

体年令の時代は過ぎた、精神年令の時代に入った

と、肉体年令だとすると１日違いの先輩でも一生
かかっても追い抜くわけにはいかないか精神年令
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という面からみるといくら若くともはるか年ぱい
の人より立派な考えをもって行動することも出来

る。年をとった人も自ら勉強し努力することによ

ってふけ込まないで新しい考えをもつそういった

面で肉体年令を超越した交際をロータリアンがす

る事によって親睦範囲を広げてゆく事が出来る。
ロータリークラブは世界的な団体であり、国際化

社会の現在海外との関係を無視する事は出来ない。
日本は国際化の対応が下手ですが、せめてロータ

リアンは国民性を超えて肉体年令よりは精神年令

を重視し親睦を深め何でも相談出来る又気付いた

事は進んで言ってあげるというものを礎く必要が

ある。その上にもう１つ強調したいのは皆さんは

異業種の事業を経営している人々です。現在世界

情勢は非常に不安定であり、我国の財政も完全に

行づまっている。この様な中では今迄の様に内部

の人々の努力だけでうまくやってゆく事は非常に

困難である〔〕出来るだけ外部の人々の助言批判そ

の他を必要となっているのが現状です。ロータリ

アンは比較的小さい事業をやっている人が多いわ

けでさらに苦難は多いものです。事業経営上当面

する諸問題は全ロータリアンの関心の的でなけれ
ばならない。事業がうまく行かなくてどうして奉

仕を出来るのでしょうか。私は事業経営上当面す
る諸問題に対する自己研鎖と相互啓発の場として
ロータリー例会その他の機会を生かす事が出来た

ら恐らくお入りになっている皆さんもロータリー
に入って本当に良かったと思われるでしょう。時

代が変わりつつある中でロータリーが更に伸びて

ゆくのは非常に難かしいと思う。体質改善が10数

年出来ないでいるのは一言で言えば皆さんがマー

クをつけたとたんに麻薬中毒にかかった様になり
本来お持の常識とかをロータリーの中で生かせな

い、なっただけで喜んでいる様な人々かまだたく

さんいる。もうあと数年で戦後生れの人がどんど
ん増えて来ます。戦前生れと戦後生れとではその

考え方に大きな相違かあります。私は戦後生れの

人にどういう動機でロータリーに入ったか、ロー

タリーはどうあるべきか等を無記名のアンケート

を出してもらう事にしています。その様な事で体

質改善をしなければならない。私はせっかく縁あ
って同じ地区の人々、しかもトップクラスの人々

の集りですからこれを生かして本当に皆んなの役

に立つものにしなければならないという問題意識

をまずもって頂き度い。二番目には皆さんが本来

お持の社会人あるいは事業人としての秀れた良識

をロータリーの運営面に幾分でも生かして頂くこ

とが私が申し上げた様な形に自らなって生くと思
います。決して難かしい事を申し上げているので

はなく今迄マークをつけただけで満足されてその

運営に無関心であられた事が将来への不安を醸成

した形になっていると思います。ぜひ皆様そうい

う事をこの辺で一度反省をお互にして輝やかしい

将来に向って努力を致したいと心から念願します。

有難うご座居ました。

へ

第４回クラブ協議会要旨
(ガバナーコメント）

各委員会のご報告を受け皆さんか心を一つにし

て鼓も意義のあるみんなの為になるクラブを作っ

てそれをうまく運営して行こうという一致した考

えでお仕事をしていらっしゃるという事を聞いて

非常に喜んでいます。委員会活動その他も無論大

事ですがせっかくこの地域の異業種の方々のトッ

プクラスの方々の集りでありこの縁を是非生かし

てみんなの為になる楽しいクラブにするという意

識を皆さんがまずお侍になることが必要です。自

分達の仕事がうまく生きその力をもって世の中に

奉仕しようという風な蕊を一致したお考えをもた

れる様に会長さん始めいろいろご努力をしていた

だけたならさらに委員会のご努力がもっと実り多

いものになるのではないかと思います。

お聞きした中でいろいろな事がありますが１つ

２つ申し上げると、SAの方これだけの事を２人

でおやりになるのは大変ですね、親睦委員会のご

一



協力を得られて非常に結こうです。中には私語の

話も出ていましたが私は私語をやめる事は無論必

要ですがスピーチをされる会員の方が勉強されて

話し方如何によって私語が出る場合があるこれも

１つの勉強になる訳です。
スマイルの問題についても色々ご希望がある様

で皆さんが喜んで出すという形でないとふんだく

られたという形では困ります。ある地区ではビジ
ターからスマイルを取るのは止めたいというのが

あります。そういう地区もあるという事を念頭に

おいて頂き度い。
ロータリー情報の委員長さんから非常にいろい

ろなお話をうかがって勉強になりました。私のい

う精神年令時代を意識され皆さんが努力されたら

よいと思います。広報、情報を通して言えること

は、情報化時代にあってロータリーの場合は実体

があってその真実を知らしめるための情報でなけ

ればならないと思います。

プログラムでは出来るだけ全員の人に話をして

頂くという事を主体として居られる様で誠に良い

事だと思います。人生道場という意味で勉強に来

るのですから話は上手になる物です。非常にご苦

労さまですが是非よろしくお願いします、

職業分類、会員増強、選考については充填、未

充填にあまりとらわれず将来伸びる素質のある若
い人を入れてそれを育てて行く方向でお願いしま

す。親睦については、ご家族の正式な認識を受け
ている事は必要な事であり家族の方を入れての行

事は非常に結構なことだと思います。出席の方も色
々ご努力の上年輩の方の方が完全出席の人が多い

という事は大変勉強になりました。出なければ損

だという例会に各委員会とご連絡され一歩一歩進

めて頂き度いと思います。国際奉仕については中

国問題について先べんをおつけ頂いた事に対して

非常に心強く思っています。財団、米山について
は皆さんの出された寄付が真の意味において生き

て来る努力を今後して行き度いと思いますのでひ

とつよろしくお願いします。

職業奉仕、社会奉仕については奉仕は個人がす

るというお考は全くその通りで、その地域社会に

おいて奉仕をする人の集りがロータリーであると

いうことです。一つ大切な事は奉仕を受ける人の

気持と社会一般がそれをどう見ているかが非常に
大切な事だと思います。

青少年問題については大変難かしい課題ですが
ロータリアンとしてまず自分自身ロータリアンの
一族から問題青少年を出さない、次にロータリア

ンの目に触れる周囲の青少年の行動に関心をもち

勇気凛然とした態度で処して頂き度い。

全休として皆さん大変勉強されて居り有難く思
っています。今後もよろしくお願い致します。

（分区代理コメント）
本年度ロータリーは会員増強の壁にぶつかって

います。若い人と会員に入れることにより何とか

この壁を打破して行きたいと考えています。
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蕊蕊議議驚蕊２３-３４(Ⅱ)（1923年の決議第34号）

ロータリー創立の当部、奉仕を以って困窮者
に対する施しと考え、ロータリアン個人として、
色々の善行をほどこしておりましたが、１９０８
年にＦ、シエルドンはそれより質の異なる行動
だと主張しました。その理由は大まかに言って
次の二つとなります。第一はロータリークラブ
は-業種一会員制をとっておりますので、その
会員数や財力から言っても社会問題の救済には
不適格であること。第二は困窮者に全を出すこ
とが必ずしも問題の根本的解決にならないこと
が多い。このような反省に立って奉仕はどうあ
るべきかとシエルドンは次の結論に到者したの
です。われわれロータリアンが企業の管理者と
しての地位を得た所以は、元々われわれに一頭
地高い精神の状態があったからであって、もし
我々がロータリーの例会を通じてその心を磨い
た場合、その自已改善の功徳は必ずや職場その
他ありとあらゆる生活を通じて周囲の人々を潤
すことになる。職場においては従業員が、業界
においては同業者が、家庭においては家族が、
そして、一般社会においてはすべての社会人が
ロータリアンの人格に傾倒するようになれば、

それ即ちロータリーの奉仕になるものと考えら
れたのです。
このようにしてロータリーの奉仕は各個人の

精神の質の向上とその実践であると考えられた
のです。
このような状況の中にあって、１９１２年以降

のことなのですか、シラキューズクラブ以下数
クラブは身体障害児の養謹施設が当時なかった
ことから、これらの社会問題の重要性を肩過す
べからざるものと考え、クラブの財源を以って

団体的に救済事業を起し、大きな貢献を社会に
与えたのですが、ロータリー哲学の正統派は、
奉仕はあくまで個人的精神的たるべく、団体的
奉仕の如きは、ロータリーの本質にもどるもの
と非難し、ロータリーの分裂の危険が生じてき
たのです。実はこの対立を解決し団体的社会奉
仕のあるべき姿を示したのか、この決議34号な
の で す 。 （ 北 砂 記 ）

加島ガバナー寸志

大岩第11分区代理｛寸志

大 和 R C 星 会 員 本 日 も よ ろ し く

安藤会員本日も又お世話になります。

藤本会員今日はガバナー訪問日にお

邪魔します。よろしく。

道岸会員御世話になります。

石井会員本日も宣しく。

河野会員御世話になります。

穐山会員いつもお世話になります。

上田会員お世話になります。

山口会員お枇話になります。

斉藤会員本日もよろしく。

目代会員お世話になります。

森下会員お世話になります。

山崎会員お世話になります。
座間RC野島会員久し振りにお伺いしました。

よろしくお願い致します。

大和田園RC小倉会員又おじゃま致します。

よろしく。

佐藤会員ときどきお邪魔します。よ

ろしくお願い致します。
長谷川君、古木君加島ガバナー本日はようこそ

おいで下さいました。よろしくご指導をお願

い申し上げます。

猪熊君、加島ガバナー、大岩分区代理のご訪問に

敬意を表してスマイルします。

後藤君結婚祝いを有難うご座居ます。’2回目で

すが当日は仙台で人の結蜥式に二人で参加す
るので昔をしのび愛を碓偲して参ります。

橋本君テレビをごらんの皆様に対しおわびのし
るしにスマイルします。

神作君ワイフの誕生日の祝有難うこ座居ます。

今日は早く帰ってサービスします。

鈴木君結婚祝有難うご､座居ます。何回目かは忘

戸 阜
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れましたがこれからも女房を愛します。

近藤君結婚記念のお祝い有難うご座居ます。

種ケ島君女房の誕生祝い有難うご座居ます。

原田君創業を祝って頂き有難うご座居ます。

お蔭様で30年を迎えました。

高橋君入会記念日のお祝ありがとうございます。

お蔭様で４年目を迎えました。今後共よろし

く。
二見君入会記念日を祝って頂き有難う、申し訳

ありませんが他の会合が控えていますので中

座させていただきます。

長野君２週続けて休みましたので艸
へすようにすることだ。たとえ思い通りに表現

できたとしても相手が聞いてくれなければそ

れまでのこと。精いっぱい、真剣に話そうと

する誠意が聞き手に通じたとき、必ず聞いて

もらえるはずである。

大勢でも一人と同じ大勢の人という人間は
いない。たとえ百人千人に向っている場合で

もそれぞれの人は皆、一人ひとり個人の気持

で話し手とかかわっている。つまり１対１で

会話しているのと変わらないのである。そう
思うことで随分気持からくになるだろう。聴

衆から受ける圧迫感も消え、親しく一人ひと

りと向き合っている自分の姿が取り戻せる。
より素直な気持になる「正直な人は皆あが

るのだ」と思うがよい。失敗したくない気持
が、かえってあがることを助長する結果にな

ると気付きたい。素直にさらに素直になるこ

とだ。醜態をさらしていると自分で思うほど、

他人は気にしていないのもたしかだ。ゆった

；
…

へ

他人は気にしていないのもたしかだ。ゆった

りと肩の力を抜き深呼吸すれば、堂々と話す

自分が甦ってくる。決して自分にマイナス暗

示をかけないことがスピーチに強くなるコツ

と私は思う。

（言論科学振興協会指導局次長本田攝子）
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